
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

周りに助けを求める力＝「受援力
じゅえんりょく

」 

 心がひどく落ちこんで、解決が難しいと思われる問題が起こったとき、自            

分の力で乗り越えようとすることは大切です。しかし、周りに助けを求める            

ことも、生きていく上でなくてはならない大切な能力です。                                              

助けを求められた側の人は、誰かに頼りにされることで嬉しく感じ、問題を解決できなかったとして

も、それまでよりも関係性が深まるかもしれません。もしも誰かの相談を受けて、自分達だけでの解決

が難しそうな時(例えば、嫌がらせを受けている時、生きているのが辛く感じる時など)には、親や先生

など周りの大人を頼ってくださいね。周りの大人も、きっと頼りにされるのを待ってくれていることで

しょう。もし、身近に相談できそうな大人がいない時や、誰に相談したらいいのかわからない時には、

保健室やカウンセリング、また公的な相談窓口を活用する方法もあります。 

ひょうごっ子悩み相談（３６５日２４時間）０１２０-０-７８３１０ 

 

 

 

 

 

 

 木枯らしの吹く季節になりました。風邪症状の人も増えています。冬休み、クリスマスにお正月、受験…

忙しい時期だからこそ、手洗い・手指アルコールとマスク着用で感染症を予防しましょう！！水が冷たいで

すが、①帰宅後②トイレの後③食事の前には、必ず、石鹼やハンドソープで手を洗う習慣をつけましょう。 

 

 

12月 17日（火）清水展人さんを講師にお迎えし、性教育人権講演会がありました。 

テーマ：『誰もが自分らしく生きる～LGBTQ と多様性の重要性～』 

清水さんの優しい言葉に、自分らしさってなんだろう、と深く考えさせられる時間でした。 

すべての人が生きやすい社会について考えるきっかけになることを願っています。 

生徒のみなさんの感想は、来月紹介させていただきます。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


